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1 国道１８０号線
高梁市段町
松山・国道180号線

　国道180号沿いの歩道が一部未整備である。落合橋付
近の交通量が多い場所であるのに、狭い路側帯を自転
車で通らなければならない。また、木や草などが歩道
の方に入り、通りにくくなっている箇所もあり、かな
り危険である。また、仮設置の柵やポールのみの設置
の場所もある。

　これまで落石対策工事を先行しながら歩道整備を進
めてきたところですが、完成までには期間を要する状
況です。
　通学する生徒の早期安全確保のため、仮設の歩道や
市道、堤防を利用した暫定的な歩道を整備し、R4年6月
から供用しているところです。
　車道沿いの歩道整備について現在施工中の落石対策
工事後の早期完成を目指します。

建設課（岡
山県）

対応中

2 国道３１３号線
落合町阿部
備北信用金庫付近

　歩道・自転車道は、段差が多い状況である。雨の日
には自転車でグレーチングやマンホール上を走ると転
倒しやすい。慣れない1年生が登校中に転んだ事案も発
生している。拡幅と整備をお願いしたい。

　歩道の段差解消、グレーチングの滑り止め付きのも
のへの交換等を今年度も危険箇所があれば、引き続き
行っていく予定です。
　これまで地権者の了承の得られた箇所の歩道拡幅は
行っており、今後も高梁市の協力を得ながら、地権者
の了解が得られた箇所から順次工事を行っていきたい
と考えています。

建設課（岡
山県）

R3～

3 国道３１３号線
落合町阿部
ZAG ZAG付近

　歩行者・自転車の併用道は幅が狭く、商店横の道路
沿いには車が並び、自転車と歩行者がすれ違うことが
困難な場所もある。

　これまで地権者の了承の得られた箇所の歩道拡幅は
行っており、今後も高梁市と協力しながら、地権者の
了解が得られた箇所から順次工事を行っていきたいと
考えています。

建設課（岡
山県）

4 国道３１３号線
落合町阿部
ローソン付近

　ローソン前の山際部分は、歩道・自転車道が無い。
また、雨の日は自転車のタイヤが滑り、転倒する生徒
がおり、非常に危険である。

　これまで地権者の了承の得られた箇所の歩道拡幅は
行っており、今後も市の協力を得ながら、地権者の了
解が得られた箇所から順次工事を行っていきたいと考
えています。

建設課（岡
山県）

5 国道３１３号線
津川町八川
一本木付近

　津川町八川地区の一本木付近で、自転車道が途切れ
た先は国道の路肩付近まで小石が散乱しており危険で
ある。小石で滑って自転車が転倒し、生徒が車にひか
れそうになったことがあった。

　道路パトロール等により路面の安全確保を実施して
おり、引き続き適切な管理を実施します。

建設課（岡
山県）

R7

6 国道３１３号線
津川町八川
高谷橋から駿河地区

  一本木の空き地の先から高谷橋にかけての国道313号
線は、歩道（自転車道）がない区間があり、道が狭く
生徒のすぐ横を車が通るため危険である。歩道（自転
車道）の拡幅をお願いしたい。現状のグリーンベルト
の注意喚起だけでは、車両への効果は弱く、早期の改
善をお願いしたい。

 R6年度からは高谷橋から下流に向けて川側へ歩道整備
工事を実施しており、早期完成を目指します。

建設課（岡
山県）

R6～

7 国道３１３号線
津川町八川
バス停 駿河～高谷橋の中間に
ある横断歩道

　停止線等のマークが薄くなり車から見えにくくなっ
ている。また、手前がカーブであり見通しが悪いため
事故が起こりやすい状況である。

　現場道路を調査した上、横断歩道等の破損、劣化、
摩耗等が認められる際は、緊急性、危険性等を総合的
に考慮し、優先度が高い箇所から年次的に対応してま
いります。

高梁警察署

8 国道３１３号線
川上町領家川合バス停付近の
横断歩道

登下校時に児童生徒が待っていても車が止まらず、危
険である。

　横断歩行者妨害違反の交通指導取締り、警ら活動等
を強化し、現場道路の安全確保に努めます。

高梁警察署
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